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私がここポイルに引越しする前カチョンで住む時でし
た。私に福音を伝える恵みと真理教会の区域長達をあ
ちこち避け他のところに引越ししったのにもそこでも
上下隣の家に区域長が住んでいました。それで、もう
最初からカトリックだと嘘をつきましたが区域達は休
まずに私に福音を伝えました。特に恵みと真理教会の
区域長達が所々で私に福音を伝えて他の教会はないと
思うくらいでした。 
ある日区域長一人を道で偶然に出会って“今週の区域
の礼拝一緒に捧げましょう。と強く勧められてめんど
くさくてこの場所から早く逃げたくて私も知らず“は
い”と答えました。何日後悩んでいちおう約束をした
から守るためその週の金曜日に区域礼拝に行きたくな
かったですが区域長の家に向かいました。さて礼拝に
は参加しましたがイエス様も知らなくてイエス様に対
する信仰がなかった時だったから心が不便でした。そ
の次の週は他の姉妹の家で区域礼拝を捧げるからその
時も参加してくださいと言って仕方なく行きましたが
多くの人々が大きく賛美を捧げる声を聞き驚いて階段
を上る足を家に帰ると思いました。 
その時区域長がドアを開け早く出て私と手くびを掴ん
で引かれてしょうがなく家に入りました。後で知りま
したが地域の全ての区域長と聖徒がみんな集まって団
合礼拝を捧げる日でした。 
礼拝の最後の順序で悔い改めと聖霊充満をため祈る時
間でした。私は悔い改めることがわからなかったので
今まで私が誤ったことを考えながら単純に“神様、私
を許してください”と心で祈りました。どころがその
ように祈る瞬間、全身のゆれを感じ 涙が出ました。
私も知らずに“神様、天の父よ 感謝します。という
言葉が出ました。 
どんなに涙が流したがその瞬間は恥ずかしくなかった
です。礼拝が終わっておかしく心が平安でなんとなく
喜びが溢れました。次の日曜日に教会の礼拝に必ず参
加して決信しようと私から区域長に約束しました。 
イエス様を救い主として受け入れ全てが変わり始めま
した。 
喜びと感謝が溢れて何をしても楽しくて幸せでした。
初めて当会長の牧師の説教を聴いた時御言葉の神霊な

意味は悟らなかったですがただ慈しんで愛が溢れる声
の賛美をついて歌うだけでも楽しくて心が平安になり
ました。 
牧師が説教してくださる御言葉がどんどん神様の愛の
声として聞こえ礼拝が待ち望むようになり説教の御言
葉が耳に入り“アーメン”が口から出ました。神様の
天地創造と生きていらっしゃること、イエスキリスト
の救いの恵みと真理、教会に関して疑問を持てれば礼
拝の時に御言葉を通してその疑問が解かれてくださっ
て私の信仰が成長するように導いてくださいました。 
しかし、10年の歳月が過ぎ主に対する愛と熱かった私
の信仰がどんどんさめて形式的な礼拝を捧げるように
なりました。心が切ないが御言葉の黙想と祈らなく体
と心は世の中に迫り伝導を言い訳で不信者達と交わり
世のことで一緒に喜び区域長の祈り会と平日礼拝も休
む日も多くなりました。 
 “こうしてはいけないのに”心を改めて悔い改めな
いといけないと心では思っていたが決断を立ってない
時に世の中で一番たくましいかった旦那が腎臓癌の判
定を受けました。その日から世の趣味を辞めて神様の
前で膝をまずきました。涙を流しながら祈りました。
“旦那が亡くなると私はどうやって生きるのか？恐ろ
しくて怖くて朝から寝るまで休まずに神様に悔い改め
慈しみと哀れみを求めながら祈りました。 
 “主は憐れみ深く、恵みに富み／忍耐強く、慈しみ
は大きい。 永久に責めることはなく／とこしえに怒
り続けられることはない。(詩篇 103：8，9)心の深
いところから真実に悔い改める祈りをして 許しの確
信を得て信仰の胆力と勇気が出て神様に感謝を捧げ力
を出して神様を仰ぎ望みました。 
すると“恐れることはない、わたしはあなたと共にい
る神。たじろぐな、わたしはあなたの神。勢いを与え
てあなたを助け／わたしの救いの右の手であなたを支
える。(イザヤ書４１：１０) ヤコブよ、あなたを創
造された主は／イスラエルよ、あなたを造られた主は
／今、こう言われる。恐れるな、わたしはあなたを贖
う。あなたはわたしのもの。わたしはあなたの名を呼
ぶ。 水の中を通るときも、わたしはあなたと共にい
る。大河の中を通っても、あなたは押し流されない。
火の中を歩いても、焼かれず／炎はあなたに燃えつか
ない。 わたしは主、あなたの神／イスラエルの聖な

る神、あなたの救い主。わたしはエジプトをあなたの
身代金とし／クシュとセバをあなたの代償とする。
（イザヤ書 ４３：１～３）御言葉で慰め旦那に霊肉
共に救いの恵みを与えて下さり信仰と希望をください
ました。 
神様は旦那の病気を通して私の信仰を完全に回復させ
ました。愛と権能の手を出して私を強くしてください
ました。そしてついに旦那はイエス様を受け入れまし
た。神様は絶対に開かない旦那の心が開き両手をあげ
主の前に出るようにさせました。旦那は一つの腎臓を
切除する手術が良くできて健康が回復されました。主
日ことにゴルプをしに行った旦那は朝 8時の礼拝に参
加して執事になり私よりもっと御言葉の恵みを愛しな
がら朝夜ことに牧師のメセージを繰返して聞いていま
す。 
旦那が私の信仰生活を反対する時には全ての礼拝を捧
げるように切に神様に祈りましたが神様の恵みと摂理
で答えられてそんな環境になったときにはむしろ世の
中の生活を楽しんでました。神様はこんな私を許して
くださり人生の真な楽しみと幸福を探し以前よりもっ
と味わうようにさせました。 
神様は息子にも大きい祝福を与えてくださいました。
大学の進学、軍隊の事、交換学生で研修なと時時道を
開いてくださって導いてくださいました。世の中でど
んな背景を持ってなく自慢することもないが最近難し
い就職難ですが卒業前に就職できるように導きました。
息子は私と主日 3 部の礼拝の聖歌隊で奉仕しています。 
全てが協力して役となり、信仰で求めることは一番良
いことで答えてくださって私を尊く清く生きるように
導いてくださった神様の恵みと愛に感謝を捧げました。  
今まで生きる間神様から受けた恵みと愛をどう言葉と
字で表現できるでしょうか？ただ感謝し私の心と思い
と力をつくして主だけを愛し世の中ではおろかに見え
ても主の事に一番知恵で誠実な者になることを決心し
ました。天国に召される日まで相変わらず私の家族が
受けたダラントで頑張って主と主の体である教会を愛
し仕え献身しましす。主の前に召されるとき主から
“あなたが世の中でよく生きた。”褒められる事を願
います。私の力になる主よ。私が主を愛します。アー
メン 

 

 

 

 
見よ、わたしは、あなたの前に、だれも閉じることの
できない門を開いておいた。なぜなら、あなたには少
ししか力がなかったにもかかわらず、わたしの言葉を
守り、わたしの名を否まなかったからである。(ヨハ
ネの黙示録 3:8)  
 
聖書(せいしょ)にはそれぞれ多様(たよう)な内容(な
いよう)と意味(いみ)を持(も)っている様々(さまざ
ま)な種類(しゅるい)のドアに関(かん)して記録(きろ
く)しておきました。その門(もん)は救援(きゅうえ
ん)、福音(ふくいん)伝道(でんどう)、祈(いの)り、
回答(かいとう)、豊饒(ほうじょう)、迎接(げいせつ)、
天国(てんごく)と関係(かんけい)があります。そのド
アに関連(かんれん)された霊的(れいてき)なメッセー
ジを見(み)てみます。  
第(だい)一(いち)、救(すく)いの入(い)り口(ぐち)が
あります。(ヨハネによる福音書 10:9)イエスは唯一
(ゆいいつ)の'救援(きゅうえん)のドア'です。門(も
ん)の前(まえ)でためらったり、のぞいているのは救
援(きゅうえん)を得(え)ません。詳(くわ)しく観察
(かんさつ)して研究(けんきゅう)し、そのドアについ
て大変(たいへん)な論文(ろんぶん)を書(か)くと言
(い)っても、それでは救援(きゅうえん)を得(え)ませ
ん。救援(きゅうえん)の門(もん)は我執(がしゅう)と
貪(たん)心(しん)とプライドがたっぷりの人間(にん
げん)には入(はい)りきれない狭(せま)き門(もん)で
す。しかし、キリストの前(まえ)にきて柔和(にゅう
わ)で謙遜(けんそん)な気持(きも)ちで悔悟(かいご)
した者(もの)に入(はい)るのが簡単(かんたん)な門
(もん)です。  
第(だい)二(に)に、伝道への入(い)り口(ぐち)があり
ます。( コロサイの信徒への手紙 4:3)福音(ふくい
ん)を伝(つた)えようとしても伝道への門(もん)が閉
(し)まっているばできません。伝道のドアが開(ひら)
かれて福音(ふくいん)を自由(じゆう)に伝(つた)えら
れるようお祈(いの)りしなければなりません。お祈
(いの)り回答(かいとう)を妨害(ぼうがい)する霊(れ
い)界(かい)の背後(はいご)勢力(せいりょく)サタン
は伝道(でんどう)のドアが開(ひら)かないよう全力
(ぜんりょく)を尽(つ)くしています。。。だから、し
つこくお祈(いの)りしなければなりません。  
第(だい)三(さん)に、祈祷(きとう)の回答(かいとう)
の入(い)り口(ぐち)があります。(マタイによる福音

書 7:7、8)のドアを叩(たた)くといったことは神(か
み)様(さま)が教(おし)えてくれた方法(ほうほう)通
(どお)りに求めよ、意味(いみ)があります。お祈(い
の)りは、イエスキリストの名(めい)で父(ちち)なる
神(かみ)に求(もと)めなければなりません。聖書(せ
いしょ)にある約束(やくそく)のお話(はなし)に基(も
と)づいて求(もと)めなければなりません。信頼(しん
らい)と度胸(どきょう)のよさと忍耐(にんたい)で求
(もと)めなければなりません。お祈(いの)りでドアを
たたくのは私(わたし)たちがする仕事(しごと)で、回
答(かいとう)のドアを開くのは、神(かみ)様(さま)の
することです。  
第(だい)四(よん)に、積(つ)む場所(ばしょ)がないよ
うに腫(は)れために開(ひら)くようになる空(そら)の
門(もん)があります。(マラキ書 3:10) 聖書(せいし
ょ)には神(かみ)を試験(しけん)しないとおっしゃい
ましたが、ただ十(じゅう)一(いち)條(じょう)と関連
(かんれん)して記録(きろく)されたお話(はなし)にだ
け"私(わたし)を試(ため)して私(わたし)が空(そら)
の門(もん)を開(ひら)いてあなたに福(ふく)を積(つ)
む場所(ばしょ)がないように腫(は)れないか考(かん
が)えてほしい。"しました。積(つ)む場所(ばしょ)が
ないようにつぎ込(こ)むことために開催(かいさい)さ
れる空(そら)の門(もん)は神(かみ)様(さま)にドリー
ムを通(つう)じて開(ひら)かれます。  
五(いつ)つ、心(こころ)の扉(とびら)があります。
(ヨハネの黙示録 3:20)心(こころ)の扉(とびら)は外
(そと)では開(ひら)くことができず、中(なか)でのみ
開(ひら)く門(もん)です。神(かみ)様(さま)も私(わ
たし)たちの心(こころ)の扉(とびら)をこじあけて入
(はい)って来(こ)ないです。ですので、私(わたし)た
ちが心(こころ)のドアを開(あ)けなければなりません。
また、門(もん)を通過(つうか)して家(いえ)に入(は
い)ると多くの部屋があり、また、ドアがあるが、わ
れわれの心(こころ)も同(おな)じです。心(こころ)の
扉(とびら)を開(あ)けて、イエス様(さま)を迎接(げ
いせつ)したら部屋(へや)を開(ひら)く鍵(かぎ)の束
(たば)を丸(まる)ごと神(かみ)様(さま)に差(さ)し上
(あ)げるようにしなければなりません。そうすればす
べての仕事(しごと)に神(かみ)様(さま)と'ともに、'
暮(く)らす幸(しあわ)せを享受(きょうじゅ)すること
ができます。  
六(ろく)番(ばん)目(め)、真珠の入(い)り口(ぐち)が
あります。(ヨハネの黙示録 21:10∼13、21)聖徒が永

遠(えいえん)に生(い)きることになる偉大(いだい)な
城、新(しん)しいエルサレムに入(はい)る門(もん)は
真珠の扉(とびら)でできています。貝(かい)の中(な
か)に異物(いぶつ)が入(はい)ると貝(かい)の柔(や
わ)らかな肌(はだ)に刺激(しげき)を与(あた)えて、
苦痛(くつう)を与(あた)えます。貝(かい)は白(しろ)
く固(かた)い物質(ぶっしつ)を出(だ)してその異物
(いぶつ)をくるみ始(はじ)めるのだが、それが真珠に
なります。聖徒(せいと)たちは患難(かんなん)時代
(じだい)と困窮(こんきゅう)と誘惑(ゆうわく)を信頼
(しんらい)と希望(きぼう)と愛(あい)で克服(こくふ
く)して患難(かんなん)が福(ふく)になって苦難(くな
ん)が栄光(えいこう)にして生(い)き、天国(てんご
く)に入(はい)ることになります。そしてなによりも
イエス様(さま)が私(わたし)たちを天国(てんごく)へ
と導(みちび)くことために受(う)けた苦難(くなん)は
筆舌(ひつぜつ)に全部(ぜんぶ)表現(ひょうげん)でき
ません。神(かみ)がされた苦難(くなん)をよって私
(わたし)たちが天国(てんごく)に入(はい)ることがで
きたから天国(てんごく)門(もん)が皆(みんな)真珠の
尋(たず)ねたというのがとても意味(いみ)深長(しん
ちょう)で感動(かんどう)的(てき)です。  
このドアが閉(し)まっていば不幸(ふこう)と悲劇(ひ
げき)をもたらします.皆(みんな)さんは救援(きゅう
えん)のドアのイエス様(さま)を通(つう)じて救援(き
ゅうえん)を得(え)て、積(つ)み荷(に)の先(さき)が
ないように腫(は)れため、空(そら)の門(もん)が開
(ひら)かれる恩寵(おんちょう)を享受(きょうじゅ)し
ながら生(い)きて行(い)ってください。伝道の扉(と
びら)、祈祷(きとう)の回答(かいとう)のドアが開(ひ
ら)くように求(もと)めてください。神(かみ)様(さ
ま)を向(む)けて心(こころ)の扉(とびら)をいつも開
(ひら)いておいてください。。そして天国(てんごく)
の真珠(しんじゅ)ドアに入(はい)ることを考(かんが)
えながら楽(たの)しく生(い)きように願(ねが)います。  
（チョヨンモク牧師 信仰コラム ‘青い草場 清い小
川’ お話中で） 
 
 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」  

 

[証]   私の力になる主、私が主を愛します。 

[信仰コラム]     開(ひら)いたドア、閉(し)まったドア 
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昔のイスラエル国には王と祭司と予言者が役目

を分担して神様が与えられた任務を遂行しまし

た . 多くの民たちを統治する任務は王が行いま

した . 祭司は神様を向けた礼拜を維持保存して

神様と人の間の懸け橋の役目をしました . 予言

者は神様から言葉を受けて代言して宣布する役

目を遂行しました . 予言者たちの中には神様の

能力を着て寄事と異蹟を行った人々もいたがエ

リシャ予言者は異蹟を行って多くの人々を助け

てあげました . 汚染した水をきれいに変化させ

ました . 病んだ人を治癒して死んだ子供を生き

返えるようにしました . 神様の啓示を受けて敵

国アラム軍隊の動態を王に報告してあらかじめ

防備するので侵攻がいつも失敗するようにしま

した . 夜間に攻め寄せたアラム軍事たちを目覚

めた盲人になってイスラエル王の前に導いてい

く事もあります . このようにエリシャは敵国の

侵略を受け止めていつも国を危機で救出したし

死亡者を生かすなど寄事と異蹟をたくさん行い

ました . しかしエリシャも老けることと死を抜

けることができなかったです . 

エリシャの病気の消息を聞いてヨアス王が直ち

にエリシャを尋ねました . 涙を流して国の将来

を気づかうヨアス王を見てエリシャはあわれな

気がしました . あの時神様がエリシャに予言行

為 を す る よ う に し ま し た . エ リ シ ャ が 王 に  

“弓と矢を持って来てください.” したら王が

弓と矢を持って来ました. “王の手で弓を取っ

てください.” して王が手で弓を取ったらエリ

シャが手を王の手の上に乗せて励ましました . 

エリシャは引き継いで王に  “「東向きの窓を

あけなさい」と言ったので、それをあけると、

エリシャはまた「射なさい」と言った。彼が射

ると、エリシャは言った、「主の救の矢、スリ

ヤに対する救の矢。あなたはアペクでスリヤび

と を 撃 ち 破 り 、 彼 ら を 滅 ぼ し つ く す で あ ろ

う」。” (列王紀下  13:17) しました . その次

のエリシャは王に矢たちを取りなさいと言いま

した . 王が矢たちを握りました . そして地を打

ちなさいと言いました . すると王は三度打って

止みました . これを見た先知者は怒って言うの

を  “王が５，６回打ったら王がアラムを所滅

することができたはずです . しかしこれからは

王はアラムを三度だけ打つようになるでしょ

う.” と言いました . この事件を通じて私たち

は神様の言葉を聞く正しい姿勢に対する教訓を

得ることができます . 

 

 

第一は、神様の言葉を聞く時耳を傾けて

注意深く聞かなければなりません. 

 
ヨアス王が敵国を打って所滅することができる

神様の恩寵を獲得することができなくなったこ

とは彼が予言者を通じてくださる神様の言葉を

聞く時精神を集中して聞かなかったからです . 

エリシャはヨアス王に  “東の窓を開けてくだ

さい.” したが東はアラムの国がある方向です . 

王が窓を開けるとエリシャが言うのを  “うっ

てください.” したら , 王が弓を射りました . 

予言者はその意味を明確に説明しました . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“「東向きの窓をあけなさい」と言ったので、

それをあけると、エリシャはまた「射なさい」

と言った。彼が射ると、エリシャは言った、

「主の救の矢、スリヤに対する救の矢。あなた

はアペクでスリヤびとを撃ち破り、彼らを滅ぼ

しつくすであろう」。”(列王紀下  13:17) し

ました . エホバ神様でよる驚くべきな勝利のメ

ッセージでした . その次のエリシャはヨアス王

に  “矢たちを取ってください .” しました . 

王が矢をいくつ握りました . そうすると  “地

を打ってください.” しました . ここで使った 

“打ちなさい.” 用いる用語は  “強くなぐり

なさい .” と意味があります . ところで王は 

“ぱんと , ぱんと , ぱんと” 三度打ってやめ

ました . これを見たエリシャ予言者が怒りなが

ら言うのを  “王が５，６回打ったら王がアラ

ムを所滅することができたはずです . しかしこ

れからは王はアラムを三度だけ打つようになる

でしょう.” と言いました . エリシャはヨアス

王が視覚 , 聴覚 , 触覚をすべて使うようにしな

がら精選された用語として説明を付け加えて神

様の意味を知らせてくれたがヨアス王は悟るこ

とができなかったです . ヨアス王はエリシャ予

言者の言葉を上の空で入ったのです . エリシャ

はこのようなヨアス王に対して怒りと切なさを

禁ずることができなかったのです . 私たちが神

様の言葉を上の空で聞けばその言葉の真正な意

味を悟ることができないです . 深い意味が分か

らないです . そしてその言葉でよる恩寵を受け

られなくなります . 

 

 

二番目は、神様の言葉を聞く時自分の主

張や先入観念を捨てて聞かなければなり

ません. 

 
多くの人々が聖書の言葉を読んで聞きながらも

神様の言葉の本当に意味を認識することができ

なくて神様がくださる救いを得ることができず

に神様がくださる恩寵が  受けられなくなりま

す . イエス様は福音がすべての国 , すべての民

族に伝えなければならないという事実を繰り返

えして十分におっしゃいました . それなのに使

徒たちを含めた招待教会の信者たちはユダヤ人

だけ福音を伝えていました . その理由は彼らが

あやまれた選民意識と先入観念のため神様の言

葉を正しく認識することができなかったからで

す . このような誤れた観念をとり除くために神

様が使徒ペテロに幻想を見せて異邦人百卒長の

招請を受け入れるように攝理なさいました . ロ

ーマ軍隊の指揮官であるゴネルリョは神様を敬

い畏れる信仰があつい人でした . ある日 , ゴネ

ルリョが祈る中に神様の使者が現われてペテロ

を彼の家に招待するように指示しました . 明く

る日ゴネルリョの送った人々がヨブバに到着す

る頃でした . 祈ったペテロが奇妙な光景を見ま

した . 天が開かれながらふろしきが下ったがそ

の中に律法に食べることができないように規定

された種類の動物たちが含まれていました . そ

して  “ペテロよ , 起きて食いなさい.” 増え

た音がしました . ペテロがこれを拒否するとま

た音が聞こえました. “神様がきれいになさっ

たことをあなたが俗っぽいしないで.” ちょう

どその時ゴネルリョの送った人々がペテロを尋

ねて来ました . 聖霊がペテロにおっしゃいまし

た. “二人があなたを捜したら起きて下がって

疑わずに一緒に行きなさい私が私どもを送っ

た.” ペテロがゴネルリョの家へ行ってゴネル

リョと彼の一家と友達に福音を伝えました . ペ

テロが説教をする中に言葉お聞きするすべての

人に聖霊が臨んで彼らが方言を言って神様を高

めました . 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペテロがユダヤ人たちにその事件をきちんきち

んと説明しました . するとユダヤ人たちも言う

のを  “それでは神様が異邦人にも生命得る悔

い改めをくださった.” しながら神様をほめた

たえました . 

 

 

三番目は、神様の言葉を聞く時心を低め

て謙虚な姿勢に聞かなければなりません. 

 
ヨアス王はエリシャ予言者の指示を受ける時心

を完全に低めることができなかったです . エリ

シャ予言者が言葉としてだけ言わないで王にい

ろいろ行動をするように指示するのがありがた

く思われなかったです . それで積極性を見せな

いで矢を取って  “ぱんと , ぱんと , ぱんと” 

三度打って止めました . これを見たエリシャ予

言者が怒りながら言うのを  “王が５，６回打

ったら王がアラムを所滅することができたはず

です . しかしこれからは王はアラムを三度だけ

打つようになるでしょう.” と言いました . 彼

に指示する人は予言者です . ヨアス王は予言者

の指示がすぐ神様の指示であるという事実を考

えなかったのです . 高慢の心が入って来れば神

様の言葉が耳に入って来ないで言葉を伝える人

だけ目に入って来て人の言葉で聞くようになり

ます . それで神様がくださろうとする恩寵を収

容することができなくなります . 皆さんはいつ

も心を低めて謙遜に神様の言葉を聞いてくださ

い . 

 

 

四番目、神様の言葉を聞く時その言葉に

適当な信仰と所望を持たなければなりま

せん. 

 
聖書には聖徒になった私たちに信仰と所望を与

える言葉たちがたくさんあります . エリシャ予

言者は言うのを  “王が５、６回打ったら王が

アラムを所滅することができたはずです . しか

しこれからは王はアラムを三度だけ打つように

なるでしょう.” と言いました . 聖徒  たちは

どんな境遇でも意気消沈するとか懦弱な心を持

って行動してはいけないです . そんな態度は神

様の言葉に適当ではないです . 神様は聖徒たち

に  “わたしはエジプトの国から、あなたをつ

れ出したあなたの神、主である。あなたの口を

広くあけよ、わたしはそれを満たそう。” (詩

篇  81:10) しました . “なぜなら、このしば

らくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、

あふれるばかりにわたしたちに得させるからで

ある” (コリント人への第二の手紙  4:17) し

ました .  

“私はそれだけではなく、患難をも喜んでいる。

なぜなら、患難は忍耐を生み出し、忍耐は錬達

を生み出し、錬達は希望を生み出すことを、知

っているからである。” と言う聖徒は矢を持

って七回を打つ人です 

 

聖徒  皆さんは神様の言葉を聞く時  耳を傾けて

注意深く聞いてください . 自分の主張や先入観

念を捨てて聞いてください . 心を低めて謙虚な

姿勢に聞いてください . そして神様の言葉に適

当な信仰と所望を持って活逹に行動してくださ

い . 神様はこんな態度に生きて行く皆さんのた

めに権能の手を突き出して奇蹟を行います . 

 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

矢たちを取って地を七回打ってください 


